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ま
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ち
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 川

柳
入
選
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（
天
地
人
・
秀
逸
） 

 
 

 

「
天
位
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

着
飾
っ
て
行
っ
て
も
桜
に
は
負
け
る 

 
 
 
 
 
 

松
岡 

登
代
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
評
）
美
し
い
桜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
並
ぶ
「
花
の
ま
わ
り
み
ち
」
。 

こ
の
句
は
、
気
楽
な
服
装
で
花
を
楽
し
む
姿
を
、
う
ま
く
引
き
出
し
た
。
明
る
い

心
に
ふ
さ
わ
し
い
句
。 

   
 「

地
位
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

哀
歓
は
そ
っ
と
一
葉
胸
に
秘
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

楠
山 

東
石
子 

  
 
 
 
 
 

（
評
）
今
年
の
花
と
し
て
、
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
た
せ
い
か
、
句
材
と
し
て
は
一
番
多

か
っ
た
。
花
の
名
に
あ
る
由
来
や
、
満
開
の
時
は
白
い
色
と
い
う
変
化
が
、
作
者

の
思
い
を
深
め
た
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「
人
位
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
わ
り
道
ゆ
る
ゆ
る
後
期
高
齢
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

厚
（
水
鳥
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

（
評
）
ま
と
ま
っ
た
場
所
で
、
品
種
も
桜
の
数
も
多
い
名
所
。 

見
落
と
し
の
な
い
よ
う
に
、
急
が
な
い
姿
に
、
時
代
語
を
重
ね
た
対
比
が
、
句
の

後
半
で
生
か
さ
れ
た
。 



 
「
秀
逸
」
（
五
句
） 

  

連
れ
合
い
が
美
人
に
見
え
て
花
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

河
村 

幸
子 

 
 
 

 
 
 

（
評
）
き
れ
い
な
桜
の
中
で
、
連
れ
合
い
ま
で
が
み
な
美
し
い
。 

そ
う
見
え
た
の
で
は
な
く
て
、
実
感
句
と
し
て
納
得
で
き
そ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 楚
々
と
し
た
花
一
葉
が
ふ
と
ダ
ブ
リ 

 
 
 
 
 
 
 

吉
川 

徳
子 

 
 
 

 
 
 

（
評
）
大
勢
の
数
で
も
一
人
ひ
と
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
。 

花
に
寄
せ
る
思
い
と
イ
メ
ー
ジ
を
、
下
五
で
深
い
も
の
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

祝
福
の
エ
ー
ル
を
交
わ
す
花
回
路 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
河 

遊
歩 

 
 
 
 
 

 
 
 

（
評
）
エ
ー
ル
と
は
こ
の
句
の
場
合
、
好
意
の
こ
も
っ
た
激
励
と
見
た
い
。 

見
る
側
と
見
ら
れ
る
花
。
こ
の
触
れ
合
い
が
、
深
い
交
流
を
暗
示
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
た
ず
ら
な
風
に
踊
ら
さ
れ
た
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
上 

咲
良 

 
 
 

 
 
 

（
評
）
せ
っ
か
く
咲
い
て
も
花
の
生
涯
は
、
長
い
と
は
言
え
な
い
。 

風
に
散
る
風
情
も
悪
く
は
な
い
が
、
踊
る
と
は
花
を
愛
す
る
表
現
の
一
つ
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

白
無
垢
の
花
弁
一
葉
包
み
込
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
井 

哲
夫
（
福
朗
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
評
）
花
を
愛
す
る
心
の
拡
大
判
と
で
も
言
う
こ
と
か
。 

桜
樹
一
覧
か
ら
特
徴
を
見
直
し
て
も
、
句
の
ね
ら
い
が
分
か
る
。 

視
点
を
移
し
た
花
へ
の
愛
情
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(

二
十
五
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一
葉
の
前
で
決
ま
ら
ぬ
立
ち
姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
本 

陽
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
衣
黄
と
い
う
生
き
方
よ
花
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
下 

天
平 

 

背
伸
び
し
て
下
か
ら
仰
ぐ
八
重
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樋
田 

 

緑
（
翠
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
葉
の
も
て
な
し
に
酔
う
花
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
崎 

史
子
（
実
知
） 

 

万
花
背
に
エ
バ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
葉
で
勝
負 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
野 

順
子 

 

時
を
か
え
日
を
か
え
み
た
い
八
重
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
藤 

孝
子 

 

花
も
ま
た
人
見
比
べ
る
ま
わ
り
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 
博
子
（
ひ
ろ
こ
） 

  
 

一
葉
を
仰
げ
ば
欲
し
く
な
る
絵
筆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上 

イ
ツ
コ
（
イ
ツ
ヨ
） 

 

普
賢
象
重
さ
の
あ
ま
り
下
に
つ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
田 

 

花 
 

関
山
が
さ
さ
え
た
く
な
る
花
の
か
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
前 

京
子 

 

見
事
で
す
手
入
れ
精
出
す
影
が
添
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
間 

正
枝 

 

地
に
咲
い
て
天
ま
で
届
け
天
の
川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

油
目 

博
子
（
ひ
ろ
） 

 
 

千
の
風
吹
い
て
見
せ
て
よ
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
本 

君
代 

 

ど
の
顔
も
花
に
と
け
ゆ
く
ま
わ
り
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯
村 

治
子
（
は
る
子
） 

 

思
川
数
あ
る
花
に
足
を
止
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
村 

 

星 



  
七
重
八
重
後
期
の
櫻
一
葉
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
前 

道
英
（
漏
月
） 

 

花
ざ
か
り
人
も
ま
け
じ
と
さ
く
ら
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

ユ
リ
子 

 

見
上
げ
て
る
子
供
が
笑
う
紅
手
毬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖
本 

京
子 

 

枝
一
杯
笑
顔
明
る
い
紅
手
ま
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

萩
原 

秀
行
（
天
然
水
） 

 

関
山
に
舞
姿
あ
り
花
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屋
敷 

陽
子 

 

ま
り
の
様
こ
ん
も
り
咲
い
て
桜
色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
浜 

和
子 

 

夢
叶
い
息
子
の
肩
に
福
禄
寿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

美
代
子 

 

関
山
の
枝
を
広
げ
て
見
せ
る
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
川 

美
佐
子 

 

花
の
み
ち
口
だ
け
元
気
三
姉
妹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡 
 
ユ
キ
ミ 

 

遠
く
か
ら
来
て
よ
か
っ
た
ね
花
の
み
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

英
子
（
英
） 
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ま
だ
名
前
な
い
一
本
が
負
け
ず
咲
く 

   


